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ミユンヘンに於ける労兵農協議会の樹立

一二三四

西

　
　
は
し
が
き

帝
国
主
義
戦
争
に
対
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
労
働
者
の
斗
争
ー
軍
需
産
業
労
働
者
の
一
月
斗
争
l
ー

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
労
兵
農
協
議
会
の
形
成

ア
イ
ス
ナ
ー
政
権
の
成
立

反
革
命
勢
力
の
拾
頭
と
国
民
議
会
選
挙
に
お
け
る
独
立
杜
会
民
主
党
の
完
敗

　
’
　
あ
と
が
き

は
・
し
が
き

尾

孝

明

　
一
九
一
八
年
十
月
三
十
日
、
キ
ー
ル
と
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ハ
ー
フ
エ
ン
に
於
い
て
、
水
兵
た
ち
の
暴
動
が
お
こ
っ
た
。
十
一
月
四
日
、
彼
等

は
労
兵
協
議
会
を
樹
立
し
、
戦
争
状
態
の
停
止
や
ド
イ
ツ
帝
制
の
解
体
に
始
ま
る
諸
要
求
を
掲
げ
た
。
キ
ー
ル
の
暴
動
は
野
火
の
よ
う
に
ひ
ろ
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
り

ま
り
、
北
ド
イ
ツ
は
直
ち
に
影
響
を
う
け
た
。
十
一
月
五
i
六
日
労
兵
協
議
会
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
、
ノ
イ
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
、
ブ



ミユンヘンに於ける労兵農協議会の樹立

レ
ー
メ
ン
の
各
都
市
で
政
権
を
掌
中
に
し
た
。
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
、
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ン
、
ロ
ス
ト
ッ
ク
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
、
ハ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絢

バ
ー
の
各
都
市
が
こ
れ
に
続
い
た
。
そ
し
て
十
一
月
八
日
ま
で
に
は
革
命
の
嵐
は
、
ブ
ル
ン
ス
ウ
ィ
ッ
ク
、
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
ド
レ
ス
デ
　
q
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

ン
、
ハ
レ
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
、
ク
レ
フ
エ
ル
ト
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
南
西
ド
イ
ツ
諸
都
市
を
席
捲
し
て
い

た
。
到
る
と
こ
ろ
で
同
じ
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
の
革
命
が
実
現
さ
れ
た
。
地
方
政
庁
の
廃
止
と
そ
れ
に
代
る
労
兵
協
議
会
の
樹
立
こ
そ
、
そ
れ
で

あ
っ
た
。
・
れ
ら
の
協
議
会
の
中
に
は
、
社
会
民
主
党
の
支
配
す
る
も
の
も
あ
・
た
し
、
独
立
社
会
民
主
党
の
優
警
も
の
も
あ
つ
．
妃
・
多
数

派
社
会
民
主
党
系
の
「
シ
ユ
レ
ス
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ル
ス
タ
イ
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
ツ
ア
イ
ト
ウ
ン
グ
」
紙
は
十
一
月
五
日
、
「
革
命
が
進
行
し

て
い
る
。
キ
ー
ル
で
お
こ
っ
た
こ
と
は
全
ド
イ
ツ
に
広
ま
る
だ
ろ
う
」
と
書
い
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
に
つ
け
加
え
を
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ

た
。
　
「
労
働
者
や
兵
士
達
が
欲
し
て
い
る
の
は
混
乱
で
は
な
く
、
新
し
い
秩
序
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ナ
ー
キ
ー
で
は
な
く
て
社
会
主
義
共
和
．

　
　
　
　
　
　
（
2
）

制
ー
．
な
の
だ
」
と
。
事
実
、
十
一
月
十
日
迄
に
は
約
八
十
の
ド
イ
ツ
都
市
が
協
議
会
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
。

　
し
か
ら
ば
、
何
故
か
く
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
革
命
方
式
が
、
ド
イ
ツ
各
地
で
踏
襲
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
ケ
年
前
の
ロ
シ
ア
革
A
阻
の
影
響

で
あ
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
レ
ー
ニ
ン
の
率
い
る
ロ
シ
ア
・
ボ
リ
シ
エ
ビ
キ
の
勝
利
は
、
ソ
ビ
エ
ト
型
社
会
主
義
革
命
が
ド
イ
ツ
で
も
実

現
し
う
る
こ
と
を
ド
イ
ツ
の
急
進
派
に
幻
覚
せ
し
め
、
労
兵
協
議
会
の
樹
立
を
そ
の
目
標
た
ら
し
め
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン

ゲ
ル
ス
と
は
、
一
八
七
二
年
六
月
「
共
産
党
宣
言
」
へ
の
最
後
の
序
文
に
於
い
て
、
　
「
労
働
者
階
級
は
で
き
あ
い
の
国
家
機
関
を
単
に
そ
の
手
　
　
、

に
握
り
、
そ
れ
を
自
分
自
身
の
目
的
の
為
に
つ
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
と
く
に
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
は
証
明
し
た
」
と
述
べ
て
い
総
醒
マ

ル
ク
ス
の
見
解
は
、
ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
宛
の
彼
の
書
翰
が
示
す
よ
う
に
、
国
家
機
関
は
破
壊
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
労
働
者
は
単
に
そ
れ
を
奪
取
す

・
に
止
・
て
は
な
ら
な
い
・
言
う
に
あ
・
雇
」
か
ら
ば
・
破
警
れ
た
国
家
機
関
は
何
を
以
・
て
と
り
か
え
ら
れ
る
死
レ
⊥
ン
は
・
議
脚
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会
ふ
う
な
団
体
で
は
な
く
、
同
時
に
行
政
府
で
も
立
法
府
で
も
あ
る
行
動
団
体
と
し
て
の
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
こ
そ
、
そ
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

だ
が
、
シ
ベ
リ
ア
に
追
放
さ
れ
て
い
た
レ
ー
ニ
ン
が
一
九
一
七
年
、
革
命
の
最
初
の
報
告
を
手
に
入
れ
た
と
き
、
彼
は
重
大
な
発
見
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

協
議
会
制
度
の
中
に
彼
は
新
し
い
労
働
者
の
機
関
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
「
す
べ
て
の
権
力
を
協
議
会
に
！
」
と
言
う
レ
ー
ニ
ン
の
呼
び

掛
け
は
、
社
会
主
義
へ
’
の
道
を
蕎
進
せ
ん
と
す
る
ロ
シ
ア
・
ボ
リ
シ
エ
ビ
キ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
急
進
社
会
主
義
者
た
ち
を
魅

了
し
た
。
そ
し
て
、
此
の
よ
う
な
響
導
理
念
の
ド
イ
ツ
へ
の
導
入
は
、
ロ
シ
ァ
・
ボ
リ
シ
エ
ビ
キ
の
成
果
か
ら
う
け
た
感
激
に
支
え
ら
れ
て
、

ド
イ
ミ
ッ
ヒ
や
レ
ー
デ
ブ
ー
ル
な
ど
の
独
立
社
会
民
主
党
員
に
よ
っ
て
企
画
せ
ら
れ
た
り
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
試
み
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
ド

イ
ツ
の
十
一
月
革
命
は
挫
折
の
歴
史
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
も
と
よ
り
、
独
立
社
会
民
主
党
に
於
い
て
も
、
カ
ウ
ッ
キ
ー
や
ス
ト
レ
ー
ベ
ル

の
如
く
、
か
か
る
ボ
リ
シ
エ
ビ
キ
思
想
の
導
入
に
反
対
す
る
も
の
も
あ
っ
た
し
、
党
主
ハ
ー
ゼ
は
反
対
の
見
解
を
持
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
両
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7
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派
の
調
停
を
試
み
る
べ
く
そ
の
見
解
を
決
然
と
表
明
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
一
方
、
社
会
民
主
党
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
協
議
会
思
想
に
つ

い
て
は
討
議
す
る
こ
と
さ
え
も
稀
で
あ
り
、
此
の
レ
ー
ニ
ン
の
新
理
論
も
十
一
月
革
命
に
至
る
迄
は
未
だ
広
く
知
ら
れ
て
居
な
い
有
様
で
あ
っ

（
8
）
た
。
と
す
れ
ば
、
革
命
に
よ
っ
て
各
地
に
相
次
い
で
樹
立
さ
れ
た
労
兵
協
議
会
が
、
社
会
民
主
党
の
体
制
化
と
独
立
社
会
民
圭
党
の
弧
立
化
と

に
よ
っ
て
、
次
第
に
孤
立
化
し
圧
殺
さ
れ
て
行
っ
た
の
も
蓋
し
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
言
う
迄
も
な
く
、
　
「
歌
の
な
い
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
十

一
月
革
命
の
不
毛
性
は
、
ド
イ
ツ
革
新
勢
力
の
分
裂
に
よ
っ
て
特
徴
的
に
彩
ら
れ
て
い
額
醒
そ
れ
に
し
て
も
十
一
月
革
命
に
於
け
る
ド
イ
ツ

「
社
会
主
義
」
両
政
党
の
協
動
は
何
故
挫
折
し
た
の
か
。
ま
た
、
革
命
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
社
会
主
義
勢
力
は
、
此
の
と
き
ド
イ
ッ
に
存

し
得
な
か
つ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
は
社
会
主
義
勢
力
の
統
一
戦
線
が
一
応
の
成
果
を
お
さ
め
た
と
言
わ
れ
る
数
少
い
地
方
の
｝
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
ミ

218’（1086）
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ユ
ン
ヘ
ン
に
於
け
る
十
一
月
四
日
の
社
会
主
義
統
一
戦
線
の
結
成
は
、
十
一
月
革
命
史
上
ま
こ
と
に
特
異
的
な
存
在
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ

．
の
日
、
バ
ヴ
ァ
リ
ァ
社
会
民
主
党
と
労
働
組
合
と
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
労
働
者
の
大
会
は
、
社
会
主
義
政
党
の
統
一
を
求
め
る
決
議
案
を
可

決
し
、
　
「
土
ハ
同
の
敵
で
あ
る
資
本
主
義
と
反
動
と
に
対
す
る
戦
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
総
力
を
結
集
す
る
為
に
」
と
述
べ
て
、
社
会
民
主
党

と
独
立
社
会
民
主
党
と
の
同
数
の
委
員
か
ら
な
る
統
一
委
員
会
を
設
置
し
て
い
た
。
ア
イ
ス
ナ
ー
（
独
立
杜
会
民
主
党
）
と
ア
ウ
ア
ー
（
社
会

民
主
党
）
と
は
・
こ
の
会
合
で
芝
演
説
を
掩
・
こ
、
ラ
ヘ
ン
に
於
け
る
±
月
者
の
革
命
は
ど
の
よ
う
な
統
一
に
よ
る
ち
の
勝
利

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
十
一
月
八
日
ア
イ
ス
ナ
ー
の
政
府
が
誕
生
し
た
と
き
、
ア
ウ
ア
ー
な
ど
の
社
会
民
主
党
員
た
ち
は
連
立
政

権
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
　
－

　
し
か
ら
ば
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
で
は
如
何
に
し
て
両
政
党
の
「
統
一
」
が
確
保
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
が
、
何
ら
か
の
特
殊
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
情
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
「
統
一
」
の
実
体
は
如
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
エ
　
テ

か
け
に
答
え
つ
つ
、
以
下
に
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
於
け
る
労
兵
農
協
議
会
の
樹
立
史
を
、
社
会
主
義
統
一
戦
線
の
断
続
点
と
し
て
辿
る
こ
と
に
ル
た

、
　
O

㌔
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ミユンヘンに於ける労兵農協議会の樹立

、

帝
国
主
義
戦
争
に
対
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
労
働
者
の
闘
争

　
　
　
－
軍
需
産
業
労
働
者
の
一
月
闘
争
ー
　
　
，

　
一
九
一
七
年
二
月
、
ロ
シ
ア
の
民
衆
が
ツ
ア
ー
を
追
い
払
い
、
そ
れ
か
ら
半
歳
の
後
に
十
月
革
命
を
惹
起
し
た
と
き
、
第
一
次
世
界
大
戦
に

参
加
し
た
若
干
の
資
本
主
義
国
に
於
い
て
は
、
帝
国
主
義
戦
争
の
続
行
に
反
対
す
る
労
働
者
の
運
動
が
広
汎
に
誘
発
さ
れ
た
。
長
い
戦
争
の
続

行
に
よ
っ
て
、
最
も
著
し
い
惨
禍
を
蒙
っ
た
ド
イ
ツ
の
労
働
者
階
級
が
、
曙
光
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
事
件
の
報
導
に
接
し
て
、
と
り
分
け
大
き

な
影
響
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
此
の
と
き
迄
に
、
ド
イ
ツ
は
既
に
二
百
万
に
及
ぶ
戦
死
傷
を
出
し
、
ド
イ
ツ
の
産
業
と
農
業

と
は
、
過
ぎ
去
っ
た
戦
争
の
時
代
に
殆
ん
ど
破
壊
さ
れ
尽
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
労
働
者
階
級
は
、
戦
争
の
四
年
目
の
冬
を
、
飢
餓
と
寒
さ
に

ふ
る
え
な
が
ら
生
き
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
一
九
一
八
年
一
月
末
、
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
西
部
戦
線
の
総
攻
撃
と
ブ
レ
ス
ト
ー
ー
リ
ト
フ
ス
ク
で
の
対
露
講
和
会
議
と
を
阻
止
す
る
為

に
、
ド
イ
ツ
軍
需
産
業
労
働
者
た
ち
の
組
織
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
開
始
さ
れ
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
五
十
万
の
労
働
者
が
こ
れ
に
参
加
し
、
ハ
ン
　
胸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
リ

ブ
ル
グ
、
キ
ー
ル
、
ル
ー
ル
地
方
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
、
二
耳
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
な
ど
の
諸
都
市
で
も
、
少
く
と
も
五
十
万
人
の
労
働
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者
た
ち
が
こ
れ
に
合
流
し
た
。
ド
イ
ツ
始
ま
っ
て
以
来
最
大
の
此
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
、
レ
ー
ニ
ン
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

　
「
国
家
主
義
に
酔
わ
さ
れ
、
排
外
主
義
に
毒
さ
れ
て
い
る
国
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
こ
の
よ
う
な
行
動
に
出
た
こ
と
は
、
第
一
級
の
重

　
要
性
を
も
つ
事
実
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
気
分
に
お
け
る
一
つ
の
転
換
点
を
し
め
し
て
い
る
」

（
1
）

と
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
「
帝
国
主
義
戦
争
を
革
命
に
転
化
す
る
」
可
能
性
を
包
蔵
し
て
い
た
。
一
月
二
十
八
日
、
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
だ
ち
が

ス
ト
に
突
入
し
虎
ご
と
を
知
ら
せ
る
報
告
が
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
到
着
し
た
と
き
、
そ
こ
で
は
ク
ル
艶
プ
工
場
の
労
働
者
た
ち
が
，
他
の
諸
工
場

の
労
働
者
と
土
ハ
働
し
て
、
次
の
よ
う
な
要
求
を
ス
ト
の
目
標
に
掲
げ
て
い
た
。

（5） （4）　　（3）　　｛2）　　（1

無
併
合
無
賠
償
の
講
和
を
即
時
締
結
す
る
こ
と
。

新
聞
と
集
会
の
完
全
な
自
由
。

戒
厳
状
態
の
中
止
。

軍
需
産
業
の
解
体
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
に
対
す
る
刑
務
所
裁
判
の
中
止
と
全
政
治
犯
の
釈
放
。

（1089）

　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
於
け
る
軍
需
産
業
労
働
者
た
ち
の
此
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
帝
国
主
義
戦
争
に
対
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
労
働
者
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
月
闘
争
を
契
機
と
し
て
、
レ
ー
テ
共
和
制
の
樹
立
に
至
る
迄
の
相
次
ぐ
事
件
の
前
史
が
、
以
後
・
・
v
ユ
ン
ヘ
ン

で
は
展
開
さ
れ
る
に
至
る
。

　
し
か
ら
ば
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
一
月
闘
争
の
指
導
者
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
　
「
一
月
二
十
八
日
（
月
曜
日
）
に
大
衆
闘
争
に
突
入
せ
よ
1
」
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

う
指
令
が
ス
パ
ル
タ
ク
ス
団
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
ア
ヂ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
ス
パ
ル
タ
ク
ス
団
の
役
割
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
ろ
　
2
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（
3
）

う
。
そ
れ
に
し
て
も
．
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
於
い
て
は
此
の
ア
ヂ
に
呼
応
し
う
る
だ
け
の
地
盤
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
後
に
独
立
社
会
民
主
党
に
投
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

た
ク
ル
ト
・
ア
イ
ス
ナ
ー
が
、
一
九
一
四
年
頃
か
ら
自
己
の
周
囲
に
労
働
者
や
兵
士
や
イ
ン
テ
リ
な
ど
を
結
集
し
、
静
か
で
は
あ
る
が
持
久
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

あ
る
戦
線
を
、
「
戦
争
の
狂
気
」
に
対
し
て
結
成
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一
四
年
二
月
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
社
会
民
主
党
の
中
に
設
立
せ
ら

れ
た
青
年
部
（
冒
σ
q
Φ
巳
Q
D
Φ
互
。
⇒
）
は
、
戦
争
の
勃
発
以
来
党
の
戦
争
政
策
に
終
始
反
対
し
て
来
た
。
一
九
一
六
年
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
社
会
民

主
党
指
導
部
が
、
古
い
党
員
を
青
年
部
か
ら
排
除
し
た
こ
と
は
、
平
和
主
義
者
ア
イ
ス
ナ
ー
の
周
り
に
旧
青
年
部
員
を
結
集
せ
し
め
た
。
一
九
一

七
年
の
一
月
か
ら
ア
イ
ス
ナ
ー
は
定
期
的
に
夜
間
の
討
論
会
を
持
ち
、
旧
青
年
部
員
を
主
体
と
し
た
こ
の
集
会
は
、
労
働
者
や
兵
士
た
ち
を
更
に

　
　
　
　
　
　
、

糾
合
す
る
に
役
立
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
イ
ス
ナ
ー
が
中
心
と
な
っ
た
此
の
集
会
は
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
革
命
的
指
導
者
の
養
成
に
少
か
ら
ず
寄
与
し

た
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
ク
ル
ッ
プ
の
分
工
場
が
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
出
来
、
北
ド
イ
ツ
労
働
者
の
多
数
が
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
移
住
し
た
こ
と
は
、

ア
イ
ス
ナ
ー
の
平
和
戦
線
を
強
化
し
た
。
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
在
住
の
イ
ン
テ
リ
や
芸
術
家
た
ち
も
ア
イ
ス
ナ
ー
の
組
織
化
を
助
け
た
。
そ
し
て
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

一
七
年
四
月
、
独
立
社
会
民
主
党
が
ゴ
ー
タ
で
結
成
さ
れ
た
と
き
、
彼
等
は
ア
イ
ス
ナ
ー
と
共
に
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
独
立
社
会
民
主
党
を
創
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
組
織
が
あ
っ
た
か
ら
、
ク
ル
ッ
プ
軍
需
産
業
労
働
者
た
ち
が
中
心
と
な
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
、
他
の
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
金
属
労
働
者

た
ち
と
の
協
力
の
下
に
、
一
月
二
十
八
日
に
開
始
せ
ら
れ
得
た
の
で
あ
る
。
独
立
杜
会
民
主
党
は
，
一
月
闘
争
の
指
導
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
ア

イ
ス
ナ
ー
は
多
く
の
労
働
者
の
集
会
に
出
席
し
て
、
彼
等
を
ス
ト
ラ
イ
キ
に
と
動
員
し
た
。
彼
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
は
修
正
主
義
的
な

見
解
を
抱
い
て
い
た
け
れ
ど
も
、
平
和
主
義
者
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
国
主
義
に
対
し
て
は
勇
敢
に
戦
っ
た
。
一
月
闘
争
に
際
し
て
も
、
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
ゼ
ネ
ス
ト
に
よ
っ
て
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
宣
言
し
て
、
彼
は
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
。
従
っ
て

彼
は
エ
ー
ベ
ル
ト
や
シ
ャ
イ
デ
マ
ン
な
ど
の
社
会
民
主
党
指
導
者
と
は
異
り
、
軍
国
主
義
者
と
の
共
働
に
は
決
し
て
参
加
し
な
か
っ
た
。
エ
ー

222（1090）
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ベ
ル
ト
や
シ
ャ
イ
デ
マ
ン
な
ど
の
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
や
労
働
組
合
官
僚
た
ち
は
、
帝
国
主
義
戦
争
を
革
命
的
な
方
法
で
終
結
さ
せ
る

こ
と
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
後
に
宰
相
と
な
っ
た
エ
ー
ベ
ル
ト
は
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
裁
判
で
後
日
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
私
は
ス
ト

ラ
イ
キ
を
速
か
に
終
ぢ
ゼ
、
国
土
の
損
害
を
防
ぐ
為
に
、
或
る
意
図
で
ス
ト
ラ
イ
キ
指
導
に
参
加
し
た
の
だ
」
と
。
バ
イ
エ
ル
ン
に
於
け
る
杜

会
民
主
党
員
達
、
す
な
わ
ち
ア
ウ
ア
ー
や
チ
ム
（
目
一
日
日
）
や
ロ
ス
ハ
ウ
プ
タ
ー
　
（
肉
。
ω
ω
冨
ξ
8
H
）
な
ど
は
、
そ
の
中
央
の
指
導
者
で
あ
る

エ
ー
ベ
ル
ト
や
シ
ャ
イ
デ
マ
ン
と
そ
の
立
場
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
従
っ
て
彼
等
は
、
独
立
社
会
民
主
党
の
ア
イ
ス
ナ
ー
と
は
異
な
り
、
工
場

の
集
会
に
於
い
て
も
終
始
一
月
闘
争
に
は
拒
否
的
で
あ
り
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
社
会
民
主
党
の
指
導
者
で
あ
る
ア
ウ
ア
ー

は
、
一
九
一
八
年
一
月
、
　
「
私
は
ス
ト
ラ
イ
キ
と
戦
う
。
さ
も
な
い
と
我
々
は
戦
争
に
負
け
て
し
ま
う
か
ら
」
と
述
べ
た
と
伝
え
ら
れ
、
ま

た
、
同
年
十
月
に
は
ド
イ
ツ
軍
国
主
義
の
擁
護
を
試
み
て
、
　
「
金
属
労
働
者
た
ち
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
和
解
を
も
た
ら
さ
ず
、
単
に
我
々
の
軍
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

を
無
力
に
し
た
だ
け
だ
」
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
見
る
と
き
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
は
、
ベ
ル
リ
ン
の

同
僚
で
あ
る
エ
ー
ベ
ル
ト
や
シ
ャ
イ
デ
マ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
支
配
勢
力
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
居
り
、
戦
争
の
継
続
に
意
識
的
に
協
力
し
た

と
さ
え
言
わ
れ
得
よ
う
。
バ
イ
エ
ル
ン
社
会
民
主
党
の
発
行
し
た
ビ
ラ
は
此
の
こ
と
を
証
明
し
て
次
の
如
く
述
べ
る
。

　
「
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
労
働
者
た
ち
よ
！

　
近
日
中
に
工
場
を
放
棄
し
て
街
頭
に
出
る
よ
う
に
と
言
う
勧
告
が
、
署
名
の
な
い
ビ
ラ
や
口
か
ら
口
へ
の
ア
ヂ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
君
達

　
の
所
に
送
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
君
達
が
こ
の
よ
う
な
勧
告
に
は
従
わ
な
い
よ
う
切
に
忠
告
す
る
」

（
8
）

と
。
ア
ウ
ア
ー
を
始
め
と
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
杜
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
は
、
軍
需
産
業
労
働
者
た
ち
の
一
月
闘
争
を
こ
の
よ
う
に
阻
止
せ
ん

と
し
た
。
だ
が
、
大
衆
に
対
す
る
社
会
民
主
党
の
影
響
力
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
此
の
ス
ト
を
契
機
と
し
て
次
第
に
衰
退
し
、
こ
れ
に
代
っ
て

（1091）223
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ー
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リ
ア
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フ

匙
O

ボヘミア

／レゲ／／Xl

ダソト碧勿

オーストリアテイロル
つ
’
鳳

一、
、

ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
連
合
国
と
休
戦
条
約
を
締
結
し
た
。

続
行
す
る
為
に
、
連
合
軍
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
交
通
機
関
を
利
用
し
う
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。

ア
2
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
降
伏
に
よ
っ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
は
今
や
敵
軍
の
攻
撃
を
背
後
に
う
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

スイスパ
デ
ュ
ア
で
締
結
さ
れ
た
此
の
休
戦
条
項
は
、

ア
イ
ス
ナ
ー
の
率
い
る
独
立
社
会
民
主
党
が
、
そ
の

勢
力
を
伸
長
し
た
の
で
あ
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
の
一
月

闘
争
は
軍
隊
に
よ
っ
て
直
ち
に
鎮
圧
さ
れ
、
そ
の
指

導
者
で
あ
っ
た
ア
イ
ス
ナ
ー
は
数
人
の
同
僚
と
共
に

ス
ト
の
日
に
投
獄
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ち
、
バ
，

イ
エ
ル
ン
労
働
者
た
ち
の
多
く
は
、
そ
れ
か
ら
十
ケ

月
後
に
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
の
先
頭
に
立
つ
指
導
者
の

資
質
を
ア
イ
ス
ナ
ー
の
中
に
見
た
の
で
あ
？
た
。
．

　
バ
イ
エ
ル
ン
社
会
民
主
党
や
労
働
組
合
の
指
導
者

た
ち
の
一
貫
し
た
抑
制
政
策
に
も
拘
ら
ず
、
革
命
の

切
迫
は
此
の
地
で
も
阻
止
し
得
な
か
っ
た
。
ド
ナ
ウ

　
　
　
　
O

君
主
制
の
衰
退
に
よ
っ
て
バ
イ
エ
ル
ン
に
於
け
る
革

命
の
気
運
は
一
層
促
進
さ
れ
た
。
十
一
月
四
日
、
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
に
対
す
る
戦
争
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ス
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ま
で
、
遠
い
敵

’　224
（1092）
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（
9
）

国
の
戦
線
で
ド
イ
ツ
軍
が
勝
利
す
る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
バ
イ
エ
ル
ン
の
人
達
に
と
っ
て
、
そ
の
不
安
と
衝
撃
は
ま
こ
と
に
深
刻
で
あ
っ
た
。

ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
軍
司
令
部
は
ボ
ヘ
ミ
ヤ
と
テ
ィ
ロ
ル
と
に
接
す
る
国
境
線
の
防
衛
に
、
急
遽
二
万
の
軍
隊
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

や
三
力
か
ら
の
侵
略
の
前
に
晒
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
バ
イ
エ
ル
ン
の
市
民
た
ち
の
間
に
は
、
見
込
の
な
い
戦
争
の
続
行
に
対
す
る
批
判
の
声

が
次
第
に
高
ま
る
に
至
っ
た
。
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
上
空
に
始
め
て
敵
機
が
現
わ
れ
た
と
き
、
ミ
リ
タ
リ
ス
ト
で
す
ら
停
戦
を
翼
望
し
始
め
た
。
ミ

ユ
ン
ヘ
ン
の
十
一
月
革
命
は
、
他
の
ド
ズ
ッ
諸
都
市
の
革
命
と
異
な
る
此
の
よ
う
な
特
殊
事
情
に
彩
ら
れ
て
促
進
さ
れ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
の
地

は
今
迄
全
く
前
進
基
地
で
あ
っ
た
の
に
、
日
な
ら
ず
し
て
戦
場
に
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
人
々
の
熱
望
の
中
に
、
わ

れ
わ
れ
は
キ
ー
ル
に
於
け
る
水
兵
た
ち
の
蜂
起
の
直
後
、
革
命
が
バ
イ
エ
ル
ン
で
勃
発
し
た
こ
と
の
原
因
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
，

　
※
ク
ル
ト
・
ア
イ
ス
ナ
ー
は
一
八
六
七
年
ユ
ダ
ヤ
人
工
場
主
の
子
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
生
れ
た
。
マ
ル
プ
ル
ク
の
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
エ
ン
に
学
ん
だ
が
、
カ

　
　
ン
ト
倫
理
学
に
そ
こ
で
傾
倒
し
た
こ
と
が
彼
を
社
会
民
主
党
に
投
ぜ
し
め
だ
。
社
会
主
義
の
倫
理
的
な
面
に
彼
は
ひ
か
れ
た
の
で
あ
る
。
（
距
冨
8
0
℃
・
葺
゜
讐

　
　
や
ω
朝
O
）
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
の
記
者
（
目
c
。
り
b
o
l
Φ
ω
）
、
フ
ォ
ル
ベ
ル
ツ
誌
の
編
集
老
（
ド
Q
。
㊤
O
～
）
、
　
フ
レ
ン
キ
ッ
シ
ェ
・
タ
ー
ゲ
ス
ポ
ス
ト
紙
の
編

　
　
集
長
（
H
⑩
O
『
～
H
⑩
H
O
）
を
経
た
後
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
定
住
し
て
社
会
主
義
運
動
を
展
開
、
一
九
一
七
年
独
立
祉
会
民
主
党
が
結
成
さ
れ
る
や
、
ミ
ュ
ン
ヘ

　
　
ン
独
立
社
会
民
主
党
を
創
り
、
そ
れ
を
卒
い
た
。
本
稿
は
以
後
の
彼
の
動
き
を
叙
述
し
な
が
ら
論
究
を
進
め
る
。

　AAAA　AA87654．321））））））））
旨
Φ
臣
鵠
切
こ
＝
こ
O
o
匿
①
寓
寓
笛
　
　
　
　
　
（
邦
訳
、
全
集
、
第
二
十
三
巻
、
一
八
五
頁
）
。
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（
9
）
国
器
。
p
8
．
9
°
も
願
ω
切
メ

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ニ
　
テ

ミ
ユ
ン
ヘ
ン
労
兵
農
協
議
会
の
形
成

　
　
　
既
に
一
九
一
八
年
十
一
月
三
日
、
バ
イ
エ
ル
ン
独
立
杜
会
民
主
党
の
示
威
平
和
運
動
が
、
テ
レ
ジ
ア
ン
ヴ
イ
ー
ゼ
で
行
わ
れ
て
い
た
。
示
威

蹴
　
行
進
は
シ
ュ
タ
ー
デ
ル
ハ
イ
ム
の
未
決
囚
収
容
所
に
及
び
、
．
一
月
闘
争
の
際
逮
捕
せ
ら
れ
た
三
名
の
独
立
杜
会
民
主
党
員
の
釈
放
を
要
求
し

の会
　
た
。
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
’

議賜
　
　
こ
の
年
の
十
月
、
ド
イ
ツ
で
は
帝
国
議
会
の
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
独
立
社
会
民
主
党
の
指
導
者
で
あ
る
ア
イ
ス
ナ
ー
は
、
彼
の
選
挙
民

嫉
　
た
ち
を
偽
る
為
に
特
に
未
決
拘
留
か
ら
釈
放
さ
れ
て
い
た
。
殆
ん
ど
三
十
年
の
長
き
に
亘
っ
て
バ
イ
エ
ル
ン
社
会
民
主
勢
力
の
最
も
著
名
な
指

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン

η
　
導
者
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
最
も
熟
練
し
た
啓
蒙
家
で
あ
っ
た
フ
ォ
ル
マ
ー
ル
　
（
＜
O
一
一
日
碧
）
は
、
健
康
を
理
由
と
し
て
議
会
へ
の
委

崇
デ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ヨ
，
任
を
辞
退
し
た
。
社
会
民
主
党
は
ア
ウ
ア
ー
を
、
独
立
社
会
民
主
党
は
ア
イ
ス
ナ
ー
を
、
夫
々
決
戦
投
票
へ
の
候
補
者
と
し
た
。
此
の
激
し
い

；ユンへ

226

選
挙
戦
は
、
平
和
主
義
者
た
ち
が
ア
イ
ス
ナ
ー
の
周
囲
に
蝟
集
す
る
こ
と
を
助
け
た
。
彼
は
惑
う
こ
と
な
く
戦
争
と
反
動
と
に
対
す
る
戦
い
に

彼
の
全
人
格
を
没
入
し
た
。
彼
等
の
間
に
は
「
選
ば
れ
た
協
議
会
」
　
（
謹
似
び
犀
Φ
　
閃
似
酔
O
）
　
と
言
う
合
言
葉
が
何
時
し
か
生
れ
て
い
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ァ
の
軍
港
ポ
ー
ラ
か
ら
の
輸
送
中
に
、
キ
ー
ル
の
水
兵
た
ち
の
蜂
起
を
聞
い
て
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
引
留
め
ら
れ
て
い
た
水
兵
た
ち
の
合
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

は
、
更
に
バ
イ
エ
ル
ン
の
労
働
者
の
革
命
運
動
を
鼓
舞
し
た
。

　
革
命
情
勢
の
進
展
に
不
安
を
感
じ
た
ド
ナ
ウ
王
朝
は
、
最
後
の
瞬
間
に
、
民
主
的
な
議
会
制
を
譲
歩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
革
命
を
抑
制
し
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㏄

よ
う
と
し
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
に
於
い
て
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
バ
｝
デ
ン
の
内
閣
が
作
ら
れ
て
い
た
。
十
一
月
二
日
意
を
決
し
た
ル
ド
イ
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ヴ
ィ
ッ
ヒ
三
世
は
、
議
会
制
度
の
採
用
に
閣
す
る
勅
令
に
署
名
し
、
κ
イ
エ
ル
ン
政
府
の
改
造
を
約
束
し
た
。
こ
の
最
後
の
「
王
侯
の
内
閣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

の
閣
僚
は
次
の
如
《
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
㊨

首
　
相

副
首
相

法
　
相
蔵
相

運
輸
相

社
会
事
業
相

無
任
所
相

無
任
所
相

文
　
相

■

ダ
ン
ド
ウ
ル
（
留
任
）

ヘ
ル
ド
（
中
央
党
）

カ
ッ
セ
ル
マ
ン
（
自
由
党
）

　
　
　
ス
ペ
ッ
ク

　
　
　
フ
ラ
ン
ク

（
新
設
－
）
ぜ
ギ
ッ
ツ

　
　
　
ミ
ュ
ラ
ー

　
　
　
ホ
フ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ニ
リ
ン
ク

こ
の
発
表
前
の
十
一
月
六
日
夜
、
新
閣
僚
は
議
会
の
財
務
委
員
室
で
非
公
式
な
会
談
を
持
っ
た
。
こ
の
会
談
の
席
上
、
自
由
党
の
ミ
ュ
ラ
ー
は

社
会
民
主
党
右
派
の
人
達
に
対
し
て
、
労
働
者
の
計
画
的
な
示
威
運
動
と
ア
イ
ス
ナ
ー
の
行
動
と
に
注
意
す
る
よ
う
警
告
を
し
て
い
る
。
ア
ウ

ア
ー
の
自
信
に
満
ち
た
次
の
言
葉
は
、
そ
の
席
上
で
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
ア
イ
ス
ナ
ー
の
こ
と
は
心
配
御
無
用
で
す
。
彼
は
も
う
往
生
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
御
信
頼
下
さ
い
。
わ
れ
わ
れ
は
我
党
の
士
を
掌
握
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
い
ま
す
。
私
は
一
気
に
進
み
ま
す
。
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
」

（
中
央
党
）

（
中
央
党
）

（
社
会
民
主
党
）

（
自
由
党
）

（
社
会
民
主
党
）

　
（
留
任
）

227
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ア
ウ
ア
ー
の
此
の
言
葉
の
中
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
社
会
民
主
党
指
導
者
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
意
図
は
潜
ん
で
い
た
。
彼
等
は
革
命
を
阻
止
せ
ん
と
し

た
ば
か
り
で
な
く
、
ド
ナ
ウ
王
朝
を
擁
護
せ
ん
と
き
え
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
等
ほ
ど
「
軍
使
」
と
し
て
君
主
々
義
者
を
助
け
た
も
の
は

な
か
っ
た
。
既
に
十
月
十
二
日
及
び
十
三
日
に
行
わ
れ
た
バ
イ
エ
ル
ン
社
会
民
主
党
大
会
も
、
比
例
代
表
制
の
採
用
と
上
院
の
廃
止
な
ど
を
要

求
し
た
に
と
ど
ま
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
王
制
の
解
体
に
つ
い
て
は
何
等
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
ア
ウ
ア
ー
は
十
一
月
七
日
の
革
命
が

勃
発
し
た
と
き
内
務
大
臣
を
訪
問
し
て
、
革
命
を
抑
圧
す
る
為
に
政
府
に
忠
実
な
五
百
人
の
兵
士
を
配
置
さ
れ
る
よ
う
要
求
し
竺
合
法
的
な
杜

会
主
義
者
は
急
激
な
顛
覆
を
望
ま
な
い
が
、
明
日
に
な
れ
ば
遅
す
ぎ
る
か
ら
、
夜
の
中
に
政
府
が
革
命
を
鎮
圧
す
る
他
は
な
い
と
進
言
し
て
い

粥　
こ
の
よ
う
な
右
派
祉
会
民
主
党
指
導
者
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
革
命
の
勃
発
は
阻
止
し
得
な
か
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
の
大
衆

は
革
A
叩
を
欲
し
行
動
に
出
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
彼
等
の
一
層
強
力
に
な
っ
た
圧
力
は
、
遂
に
社
会
民
主
党
の
指
導
者
を
も
牽
引
し
て
、
独
立

社
会
民
主
党
と
の
協
力
の
下
に
、
一
九
一
八
年
十
一
月
七
日
、
自
由
と
平
和
を
守
る
為
の
示
威
運
動
を
、
テ
レ
ジ
ア
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
で
開
催
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

め
た
。
こ
の
呼
び
か
け
は
彩
し
い
大
衆
を
運
動
に
参
加
せ
し
め
た
。
労
働
者
や
兵
士
や
市
民
た
ち
か
ら
な
る
人
々
の
大
群
が
少
く
と
も
二
十
万
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
テ
レ
ジ
ア
ン
ヴ
ィ
ー
ぜ
に
集
っ
て
来
た
。
翌
八
日
付
の
『
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
ポ
ス
ト
』
紙
は
此
の
日
の
印
象
を
物
語
っ
て

「
此
の
示
威
運
動
が
与
え
た
印
象
は
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
此
の
こ
と
は
参
加
者
の
誰
し
も
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
現
在
は
運
命
と
国
民
の
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

判
の
時
代
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
兵
士
達
は
既
に
ド
イ
ツ
帝
国
の
帽
章
を
と
り
去
っ
て
い
た
。
大
衆
は
戦
争
を
終
結
さ
せ
旧
い
政
治
体
制

を
覆
す
こ
と
を
決
意
し
て
い
た
。
社
会
民
主
党
と
独
立
社
会
民
主
党
の
代
表
者
が
二
十
人
以
上
も
演
説
を
し
た
。
そ
の
中
に
は
ア
ウ
ア
ー
や
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

イ
ス
ナ
ー
も
居
た
。
両
党
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
大
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
決
議
は
、
カ
イ
ゼ
ル
の
却
蒔
退
位
、
戦
争
の
終
鮎
、
軍
像
の
復

228（1096）
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興
、
失
業
保
険
及
び
八
時
間
労
勧
制
の
確
立
な
ど
分
ド
イ
ツ
O
民
主
化
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ブ
ル
ツ
ヨ
ア
民
主
的
な
要
求
と
平
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

へ
の
要
求
が
主
眼
と
き
れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
王
制
の
存
続
に
関
し
て
は
何
ら
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
社
会
民
主
党
の
代
表
は
彼
等
が
ス
ト
ラ
イ
キ

や
革
命
を
求
め
な
い
こ
と
を
群
衆
に
対
す
る
演
説
の
中
で
強
調
し
た
。
経
済
上
の
諸
要
求
も
既
存
社
会
の
枠
組
か
ら
何
等
出
る
も
の
で
は
な
か

　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

っ
た
。
予
め
協
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
は
街
を
通
っ
て
行
進
し
、
解
散
に
よ
っ
て
終
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
右
派
祉
会
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

主
党
員
が
デ
モ
の
先
頭
に
立
ち
、
平
和
記
念
碑
に
向
っ
て
行
進
し
て
、
平
和
に
解
散
す
る
こ
と
が
社
会
民
主
党
の
「
予
定
」
で
あ
っ
た
。
大
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
一
部
は
ア
ウ
ア
ー
の
指
揮
下
に
音
楽
隊
を
先
頭
に
し
て
街
に
向
っ
て
行
進
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
行
進
に
参
加
し
た
市
民
た
ち
は
、
革
命
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

迫
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
家
路
に
つ
い
た
。
だ
が
、
労
働
者
や
兵
士
た
ち
の
多
く
は
そ
れ
で
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
等
は
引
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

て
労
兵
協
議
会
の
樹
立
と
共
和
制
と
を
要
求
し
た
ア
ノ
・
ス
ナ
ー
の
と
こ
ろ
に
集
っ
た
。
　
『
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
ポ
ス
ト
』
紙
が
書
い
て
い
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

「
テ
レ
ジ
ア
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
で
は
計
画
が
し
っ
か
り
守
ら
れ
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
テ
レ
ジ
ア
ン
ヴ
ィ
ー
ぜ
に
向
っ
て
離
脱
し
た
此
の
行
進
は

短
時
間
の
間
に
強
力
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
と
化
し
た
。
彼
等
は
ア
イ
ス
ナ
ー
の
指
導
下
に
行
動
に
移
り
、
先
ず
兵
営
か
ら
兵
営
へ
と

行
進
し
て
、
兵
士
た
ち
に
参
加
を
勧
誘
し
、
労
働
者
た
ち
は
武
装
し
て
弾
薬
を
確
保
し
た
。
重
営
倉
が
攻
撃
さ
れ
囚
人
が
釈
放
さ
れ
た
。
次
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
3
1
）
　
－

で
彼
等
は
官
庁
を
占
領
し
、
マ
～
セ
ザ
ー
（
冨
①
一
げ
餌
ω
①
H
）
に
向
っ
て
行
進
し
た
。
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
は
、
テ
レ
ジ
ア
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
に

対
す
る
示
威
の
為
に
三
千
人
の
党
員
を
配
置
し
て
、
デ
モ
運
動
が
革
命
活
動
に
と
発
展
す
る
の
を
阻
止
し
ょ
う
と
し
た
。
だ
が
、
こ
の
計
画
は

挫
折
し
、
党
員
に
よ
っ
て
す
ら
見
捨
ら
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
「
党
員
の
制
止
は
耳
を
か
し
て
貰
え
な
か
っ
た
」
と
『
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
ポ
ス
ト
』

紙
は
書
い
て
い
墾
杜
会
呈
党
の
指
薯
た
ち
は
・
も
は
や
大
衆
の
奔
流
の
よ
う
な
行
動
爵
し
て
手
の
下
し
よ
う
が
な
か
・
た
・
ア
ウ
ア

ー
は
翌
日
の
「
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
ポ
ス
ト
」
紙
に
「
昨
日
の
示
威
運
動
が
、
祖
国
の
恐
る
べ
き
窮
迫
に
圧
迫
さ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
助
力
な
し
に
、
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（
1
5
）

一
つ
の
政
治
的
な
意
志
行
為
に
迄
た
か
め
ら
れ
た
こ
と
を
、
人
々
は
皆
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
社
会
民
主
党
の
指
導
者

と
は
反
対
に
、
ア
イ
ス
ナ
ー
は
十
一
月
革
命
の
勃
発
に
際
し
て
も
、
一
月
闘
争
の
と
き
と
同
様
に
、
非
常
に
積
極
的
な
役
割
を
演
じ
た
。
そ
し

て
、
デ
モ
が
終
り
マ
，
ー
セ
ザ
ー
の
ホ
ー
ル
に
十
一
月
七
日
夜
労
兵
農
協
議
会
が
樹
立
さ
れ
た
と
き
、
彼
は
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
か
く
て
翌
十

一
月
八
日
、
労
兵
農
協
議
会
の
最
初
の
布
告
が
ア
イ
ス
ナ
ー
の
署
名
の
下
に
公
布
さ
れ
た
。

　
「
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
市
民
た
ち
よ
！

　
ド
イ
ツ
国
民
の
上
に
突
如
と
し
て
襲
い
来
っ
た
怖
る
べ
き
運
命
は
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
労
働
者
と
兵
士
た
ち
の
本
質
的
な
運
動
へ
と
智
導
せ
ら

　
れ
た
。
十
一
月
七
日
の
夜
、
労
働
者
と
兵
士
と
農
民
と
の
臨
時
協
議
会
が
議
会
に
設
立
さ
れ
た
。
．
バ
イ
エ
ル
ン
は
以
後
自
由
国
家
で
あ
る
。

　
大
衆
の
代
表
者
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
る
人
民
政
府
が
、
直
ち
に
樹
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
成
年
の
男
子
と
女
子
と

　
が
選
挙
権
を
有
す
る
憲
法
国
民
議
会
（
国
8
ω
葺
巳
Φ
同
Φ
巳
①
蓄
↓
ぢ
口
9
＜
①
円
超
ヨ
巨
琶
σ
q
）
が
出
来
る
だ
鋤
速
か
に
召
集
さ
れ
る
心
　
　
，

　
新
し
き
時
代
は
始
ま
っ
た
。

　
バ
イ
エ
ル
ン
は
ド
イ
ツ
に
人
民
連
邦
を
準
備
す
る
だ
ろ
う
。
民
主
主
義
的
で
社
会
主
義
的
な
バ
イ
エ
ル
ン
共
和
国
は
、
－
ド
イ
ッ
に
と
っ
て
最

　
少
に
し
か
保
証
さ
れ
て
い
な
い
平
和
を
、
ド
イ
ツ
に
も
た
ら
す
道
義
的
な
力
を
持
っ
て
い
る
。
敵
軍
が
国
境
か
ら
侵
入
し
た
り
休
戦
後
復
員

　
す
る
ド
イ
ツ
軍
隊
が
混
乱
に
陥
る
以
前
に
、
極
度
の
動
揺
を
与
え
ず
に
、
民
衆
の
自
治
に
よ
っ
て
状
況
の
打
開
を
最
後
の
瞬
間
に
可
能
に
す

　
る
為
に
は
、
今
の
革
命
は
必
要
で
あ
る
。
労
働
者
、
兵
士
お
よ
び
農
民
の
協
議
会
は
最
も
険
力
な
秩
序
を
保
証
す
る
だ
ろ
う
。
違
反
す
る
も

　
の
は
容
赦
な
く
鎮
圧
さ
れ
る
。
人
命
と
財
産
の
安
全
は
保
証
さ
れ
る
。
兵
営
内
の
兵
士
た
ち
は
兵
士
協
議
会
に
よ
っ
て
自
治
を
行
い
規
律
を

．
保
持
す
る
。
新
時
代
の
要
求
に
辰
し
な
い
官
吏
は
そ
の
勤
務
を
続
付
る
こ
と
が
出
来
る
。
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わ
れ
わ
れ
は
全
人
民
の
創
造
的
な
協
力
に
期
待
す
る
。
労
働
者
は
す
べ
て
新
し
い
自
由
に
と
歓
迎
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
官
吏
は
そ
の
地
位

　
に
留
任
す
る
。
基
本
的
な
社
会
的
政
治
的
な
改
革
（
幻
Φ
h
o
H
3
）
は
直
ち
に
着
手
さ
れ
る
。
農
民
は
都
市
に
対
す
る
食
糧
の
供
給
を
保
証
す

　
る
。
地
方
と
都
市
と
の
間
の
古
い
対
立
は
解
消
し
た
。
食
糧
の
交
換
は
合
理
的
に
行
わ
れ
る
。
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
労
働
者
、
市
民
た
ち
よ
！

　
こ
の
困
難
な
運
命
の
時
代
に
備
え
て
樹
立
さ
れ
た
偉
大
な
権
力
体
を
信
頼
せ
よ
。
不
可
避
的
な
変
化
が
、
速
か
に
容
易
に
平
和
的
に
遂
行
さ

　
れ
る
よ
う
協
力
し
ょ
う
。
こ
の
無
意
味
で
野
蛮
な
殺
鐵
の
時
代
に
、
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
の
流
血
を
嫌
悪
す
る
。
す
べ
て
の
人
冊
の
生
命
は

　
神
聖
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
安
を
護
り
新
世
界
の
建
設
の
為
に
共
に
働
こ
う
。
社
会
主
義
者
の
兄
弟
喧
嘩
は
バ
イ
エ
ル
ン
で
は

　
終
っ
た
。
今
や
与
え
ら
れ
た
革
命
的
な
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
労
働
者
大
衆
は
統
一
に
復
帰
す
べ
く
指
導
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
イ

　
エ
ル
ン
共
和
国
万
才
1

　
平
和
万
才
1
　
あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
就
い
て
い
る
創
造
的
労
働
者
万
才
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
八
年
七
日
夜
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
議
会
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
者
兵
士
農
民
協
議
会
議
長
ア
イ
ス
ナ
ー
L

　
此
匹
布
告
を
一
読
す
れ
ば
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
労
兵
農
協
議
会
の
意
図
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
々
義
革
命
の
宣
言
以
上
に
は
出
で
な
か
っ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ス
ナ
ー
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
々
義
を
実
現
し
平
和
を
回
復
せ
ん
と
す
る
誠
実
さ
と
情
熱
と
に
於
い
て
の
み
、
ア

・
ウ
ア
ー
と
区
別
で
き
た
。
だ
が
、
布
告
文
が
物
語
る
よ
う
に
、
此
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
十
一
月
八
日
、
ミ
ユ
ン
へ
Z
で
は
「
改
革
」
の
仕

事
は
残
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
　
「
革
命
的
な
基
礎
」
は
既
に
実
現
さ
れ
た
と
ア
イ
ス
ナ
ー
も
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
「
革
命
」

は
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
写
、
．
「
社
会
主
義
者
の
兄
弟
喧
嘩
は
終
っ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
’
労
働
者
た
ち
は
．
「
偉
大
な
権
力
体
」
即
ち
協
議
会
を
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「
信
頼
」
し
、
「
協
力
」
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
協
議
会
の
宣
言
が
そ
の
呼
び
か
け
の
文
体
の
美
し
き
に
も
拘
ら
ず
、
同
時

に
憲
法
国
民
議
会
の
召
集
を
予
定
し
、
資
本
家
の
そ
れ
を
も
含
む
財
産
の
弐
全
が
保
証
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
及
び
、
す
べ
て
の
官
吏
を
そ
の
地

位
に
留
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
官
僚
制
を
温
存
せ
し
め
た
こ
と
は
、
看
過
き
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
協
議
会
の
一

つ
の
限
界
が
あ
っ
た
。

　
十
一
月
七
日
の
事
件
を
知
ら
な
か
っ
た
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
市
民
階
級
は
、
翌
八
日
の
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
の
と
き
、
革
命
が
勃
発
し
た
こ
と
を
知
っ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

て
全
く
驚
か
き
れ
た
。
　
『
ミ
ユ
ン
ヘ
ナ
ー
・
ノ
イ
エ
ス
テ
ン
・
ナ
ハ
リ
ヒ
ト
」
紙
は
「
幾
千
の
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
市
民
に
と
っ
て
は
、
今
日
朝
刊

を
手
に
と
り
、
そ
の
ト
ッ
プ
記
事
に
労
兵
農
協
議
会
の
呼
び
か
け
が
掲
げ
ら
れ
て
居
る
の
を
見
た
と
き
に
は
、
全
く
驚
く
べ
き
不
意
打
で
あ
っ

（
1
8
）

た
。
」
「
一
夜
に
し
て
行
わ
れ
た
事
態
に
つ
い
て
は
指
導
的
な
議
員
で
す
ら
、
今
朝
は
何
等
予
知
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
突
如
と
し
て
襲
い

　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

か
か
っ
て
来
た
」
と
報
じ
て
い
る
。
王
ル
ド
ウ
イ
ッ
ヒ
三
世
は
も
は
や
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
は
居
な
か
っ
た
。
彼
は
七
日
の
夜
潜
か
に
ミ
ユ
ン
ヘ
ン

を
後
に
し
た
。
殆
ど
八
百
年
間
も
続
い
た
ウ
イ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
ー
家
の
支
配
は
一
夜
に
し
て
崩
壊
し
た
。
す
べ
て
の
官
庁
は
労
兵
農
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
命
令
に
服
従
し
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
ア
ウ
ア
ー
の
率
い
る
社
会
民
主
党
は
、
十
一
月
八
日
に
至
る
迄
は
、
消
極
的
な
勧
告
政
策
を

　
　
（
2
1
）

と
っ
た
。
だ
が
、
ア
イ
ス
ナ
ー
の
処
置
に
よ
っ
て
官
吏
の
殆
ど
が
そ
の
地
位
に
復
帰
し
た
と
き
、
彼
等
も
連
立
政
権
に
参
加
す
る
に
至
る
の
で

あ
る
。

　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
革
命
が
此
の
よ
う
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
と
き
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
バ
イ
エ
ル
ン
諸
都
市
の
動
向
は
如
何
で
あ
っ
た
ろ
う

か
。
バ
イ
エ
ル
ン
の
他
の
諸
都
市
で
は
、
首
都
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
革
命
の
直
後
労
働
者
た
ち
が
起
ち
立
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
で
は
十
一
月

八
日
労
兵
協
議
会
が
樹
立
さ
れ
、
労
働
者
と
兵
士
と
が
主
要
な
官
庁
を
占
領
し
、
政
治
犯
を
釈
放
し
た
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
、
ロ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
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ム
、
粛
ー
ソ
ウ
な
ど
の
諸
都
市
で
も
こ
れ
と
阿
様
の
革
A
叩
が
お
こ
っ
た
．
バ
ノ
・
エ
ル
ン
の
住
民
の
大
部
分
を
占
め
る
農
民
だ
ち
は
、
永
い
戦
争

の
続
行
に
よ
っ
て
、
そ
の
家
族
を
奪
い
去
ら
れ
、
税
金
や
統
制
の
増
加
に
苦
吟
し
て
い
た
の
で
、
労
働
者
や
兵
士
と
の
協
力
に
積
極
的
で
あ
っ

た
。
の
み
な
ら
ず
、
背
後
よ
め
の
敵
軍
の
侵
略
に
対
す
る
恐
怖
は
、
彼
等
の
提
携
を
強
力
に
推
進
し
、
バ
ヴ
ァ
リ
ア
の
支
配
勢
力
を
根
本
的
に

覆
す
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
バ
ヴ
ァ
リ
ア
に
於
い
て
は
農
民
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
ア
イ
ス
ナ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

鋭
く
知
っ
て
い
た
の
で
、
彼
は
協
議
会
に
農
民
の
指
導
者
を
引
入
れ
、
十
一
月
八
日
農
民
に
対
す
る
特
別
布
告
を
先
ず
第
一
に
発
し
た
。

　
十
一
月
八
日
に
は
疑
い
も
な
く
、
支
配
階
級
で
あ
っ
た
モ
ナ
ー
キ
ス
ト
達
は
完
全
に
影
を
ひ
そ
め
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
労
兵
農
協
議
会
は
、
す
べ

て
の
権
力
を
掌
中
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
．

（（（（（（（（（（（（121110987654321
）））） ））） ） ） ）））
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の
成
立

234

　
一
九
一
八
年
十
一
月
八
臥
の
午
後
、
組
閣
の
為
の
臨
時
国
民
会
議
が
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
労
兵
農
協
議
会
の
委
員
た

ち
や
社
会
民
主
党
や
バ
イ
エ
ル
ン
農
民
同
盟
（
U
σ
塁
巴
の
9
魯
b
d
o
ロ
①
ヨ
ぴ
8
α
）
の
代
表
者
た
ち
が
出
席
し
た
。
ア
ウ
ア
ー
と
彼
の
率
い
る
社

会
民
主
党
員
た
ち
は
、
革
命
を
阻
止
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
そ
の
日
、
ア
イ
ス
ナ
ー
と
の
協
議
に
よ
っ
て
既
に
入
閣
す

る
こ
と
を
承
諾
さ
れ
て
い
た
。
革
命
を
制
約
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
新
し
い
情
勢
に
応
じ
た
ア
ウ
ア
ー
の
第
二
の
使
命
で
あ
っ
た
。
新
政
府
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
首
相
兼
外
相
　
ア
イ
ス
ナ
ー
（
独
立
杜
会
民
主
党
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

－
響
相
兼
籍
ホ
・
・
ン
（
社
会
塁
党
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佃
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軍
務
相
、

内
相

法
相

社
会
事
業
相

蔵
相

運
輸
相

　
十
一
月
七
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、

用
ト
ラ
ッ
ク
が
往
来
し
て
、

た
と
、
保
守
系
の

ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、

の
こ
と
に
つ
い
て
、

臨
時
政
府
が
今
迄
に
出
し
た
布
告
か
ら
、
彼
等
が
す
べ
て
の
独
裁
的
な
傾
向
ば
か
り
で
な
く
、
す
べ
て
の
ボ
リ
シ
エ
ビ
キ
的
な
傾
向
を
も
嫌
悪

し
て
い
る
と
言
う
印
象
を
受
け
た
。
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
層
の
こ
と
を
同
様
に
顧
慮
す
る
真
の
人
民
政
府
で
あ
る
と
認
め
う
る
意
昧
に
お
い
て
、

彼
等
が
手
綱
を
と
る
こ
と
に
有
能
な
こ
と
を
自
ら
示
す
限
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
此
の
革
命
の
原
動
力
か
ら
浮
び
上
っ
た
と
言
う
疑
念
は
消

滅
す
る
髭
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
蘂
妻
・
ト
ル
ミ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
に
・
ア
イ
ス
ナ
ー
は
ず
シ
エ
ビ
キ
的
観
翼
嚢
の
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
は
明
ら
か
な
拒
否
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ボ
リ
シ
エ
ビ
キ
的
な
協
議
会
思
想
に
よ
れ
ば
、
協
議
会
は
国
家
に
於
け
る
行
政
権
と
立
法
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ロ
ス
ハ
ウ
プ
タ
ー
（
杜
会
民
主
党
）

ア
ウ
ァ
ー
　
　
　
（
祉
会
民
主
党
）

チ
ム
　
　
　
　
　
（
社
会
民
主
党
）

ウ
ン
タ
ー
ラ
イ
タ
ー
（
独
立
杜
会
民
主
党
）

イ
ヤ
ッ
へ
　
　
　
（
独
立
社
会
民
主
党
）

フ
ラ
ウ
エ
ン
ド
ル
ハ
ー
（
無
所
属
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
革
命
の
恐
怖
を
全
身
で
味
わ
さ
れ
た
。
大
衆
は
街
に
群
が
り
、
軍

　
　
　
　
略
奪
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
八
日
の
午
前
九
時
に
は
到
る
処
で
平
和
と
秩
序
と
が
保
た
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

『
ミ
ユ
ン
ヘ
ナ
ー
・
ノ
イ
エ
ス
テ
ン
・
ナ
ハ
リ
ヒ
テ
ン
』
紙
は
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て
十
一
月
九
日
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
．
の
ブ
ル

ア
イ
ス
ナ
ー
の
新
政
府
が
決
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
革
命
を
実
現
し
ょ
う
と
し
て
居
な
い
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

　
同
じ
『
ミ
ユ
ン
ヘ
ナ
ー
・
ノ
イ
エ
ス
テ
ン
・
ナ
ハ
リ
ヒ
テ
ン
」
紙
は
、
十
一
月
九
日
付
の
記
事
の
中
で
、
　
「
わ
れ
わ
れ
は
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の
す
べ
て
を
所
有
、
多
く
の
場
A
・
に
は
司
潅
を
も
所
有
す
る
・
そ
れ
は
・
ご
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
嚢
の
為
の
継
続
的
な
制
度
で
あ
粥
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説

イ
ス
ナ
ー
は
此
の
よ
う
な
思
想
に
は
反
対
し
た
。
彼
は
協
議
会
が
労
働
者
の
階
級
的
な
利
益
を
代
表
す
る
に
止
ら
ず
国
民
の
職
業
身
分
的
な
構

成
を
も
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
彼
は
此
の
よ
う
な
二
重
の
代
表
機
関
こ
そ
が
議
会
主
義
の
欠
点
を
克
服
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

え
て
い
た
コ
バ
イ
エ
ル
ン
協
議
会
に
於
い
て
、
い
ち
早
く
農
民
代
表
が
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
此
の
よ
う
な
彼
の
構
想
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。　

協
議
会
に
つ
い
て
の
ア
イ
ス
ナ
ー
の
構
想
が
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
新
政
府
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
支
配
を
覆
え
き
ず
、
寧
ろ
彼
等

の
財
産
を
保
護
し
た
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い
。
新
政
府
は
「
平
和
と
秩
序
」
と
の
回
復
を
そ
の
且
標
と
し
、
革
命
を
そ
れ
以
上
押
進
め
な
い

こ
と
に
し
た
。
ア
イ
ス
ナ
ー
に
と
っ
て
、
革
命
は
「
終
結
」
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
社
会
主
義
革
命
の
実
現
は
彼
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
国
家
機
関
を
打
破
す
る
こ
と
は
、
彼
の
目
標
に
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
バ
イ
エ
ル
ン
共
和

国
の
宣
言
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
今
迄
の
官
吏
は
す
べ
て
そ
の
地
位
に
留
任
す
る
。
官
吏
と
軍
隊
と
は
新
政
府
に
忠
誠
を
誓
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
家
は
労
働
者
と
同
等
な
利
益
を
持
っ
て
い
る
。
国
民
経
済
を
動
揺
さ
せ
た
り
、
無
秩
序
な
混
乱
を
ひ
き
お
こ
し
て
、

　
　
　
　
（
7
）

は
な
ら
な
い
」
。
ま
た
、
十
一
月
十
五
日
に
新
政
府
が
公
布
し
た
布
告
も
、
社
会
主
義
的
な
信
条
を
布
術
し
な
が
ら
も
、
「
国
の
生
産
力
が
全
く

荒
廃
し
て
い
る
と
き
に
、
産
業
を
社
会
の
所
有
に
移
す
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
不
可
能
だ
と
思
か
れ
る
。
社
会
化
す
べ
き
何
も
の
も

な
い
と
き
に
、
社
会
化
す
る
こ
と
は
出
委
い
」
と
述
べ
て
い
罷
・
イ
ス
ナ
ー
は
・
大
戦
に
よ
似
て
雛
し
た
ド
ィ
ッ
資
奎
馨
・
社
会

主
義
へ
と
発
展
さ
せ
る
為
に
は
、
先
ず
蘇
生
き
せ
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い
た
。
彼
の
師
で
あ
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
フ
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但

オ
ル
マ
ー
ル
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
の
使
命
が
社
会
主
義
へ
の
発
展
の
為
に
資
本
主
義
そ
の
も
の
の
再
生
を
助
長
す
る
こ
と
の
中
に
あ
る
と
、
彼

’
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（
9
）

は
見
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
て
、
バ
ル
エ
ル
ン
に
於
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
支
配
体
制
は
温
存
さ
れ
、
官
僚
は
そ
の
地
位
に
引
続
き
留
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
た
。

ア
イ
ス
ナ
ー
は
閣
僚
の
現
実
の
配
分
に
は
必
ず
し
も
満
足
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
は
官
僚
と
の
協
調
を
極
力
主
張
し
た
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は

官
僚
の
友
好
的
で
恐
ら
く
最
も
実
り
多
き
協
力
に
期
待
す
る
。
そ
の
よ
う
な
協
力
が
な
い
な
ら
ば
、
民
主
々
義
は
今
迄
と
は
別
な
も
の
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
新
情
勢
に
適
応
す
る
で
と
も
望
み
難
い
か
ら
で
あ
る
」
と
、
彼
は
当
時
述
べ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
ア
イ
ス
ナ
ー
の
革
命
政
府
が
農
地
解
放
を
行
っ
た
か
否
か
を
検
討
し
て
見
よ
う
。
農
地
開
放
こ
そ
は
屡
々
革
命
の
革
命
性
の
指
標

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
に
於
い
て
は
、
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
土
地
を
所
有
す
る
小
農
が
二
十
三
万
人
以
上
も
居
り
、
彼
等
は
全

農
業
経
営
者
の
三
六
％
を
し
め
て
い
た
。
彼
等
の
土
地
を
合
計
し
て
も
僅
か
十
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
農
業
経
済
的
に
利
用
し

う
る
土
地
の
四
・
四
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
全
農
業
経
営
者
の
僅
か
一
％
に
過
ぎ
な
い
五
四
八
の
経
営
者
が
、
百
ヘ
ク
タ
弓
ル
以
上

の
土
地
所
有
者
で
あ
り
、
そ
の
総
計
は
↓
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
土
地
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
八
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
バ
イ
エ
ル
ン
農
民
に
」
と
言
う
呼
び
か
け
の
中
に
も
、
ま
た
そ
れ
以
後
も
ア
イ
ス
ナ
ー
政
府
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。

　
か
く
て
、
ア
イ
ス
ナ
ー
の
政
府
に
、
こ
れ
以
上
の
革
命
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
、
バ
ル
エ
ル
ン
の
労
働
者
や
農
民
は
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
十
一
月
七
日
、
テ
セ
ジ
ァ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
で
採
択
さ
れ
た
決
議
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
要
求
が
掲
げ
ら
れ
て
居
た
こ
と

を
試
み
に
想
起
し
て
見
よ
う
。

　
ω
カ
イ
ぜ
ル
の
即
時
退
位
と
皇
位
継
承
者
の
廃
止
。

　
捌
ド
イ
ツ
軍
隊
の
憲
法
に
対
す
る
宣
誓
。
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僻
全
ド
イ
ツ
国
民
の
自
由
を
妨
げ
単
ド
イ
ツ
の
民
主
国
家
へ
の
復
興
を
阻
害
す
る
よ
う
な
す
べ
て
の
規
定
を
憲
法
か
ら
除
去
す
る
こ
と
、

　
ω
政
治
行
政
か
ら
す
べ
て
の
反
動
的
な
要
素
を
排
除
し
、
行
政
組
織
を
完
全
に
民
主
化
す
る
こ
と
。
（
太
字
引
用
者
）

　
㈲
休
戦
条
項
を
受
理
し
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
国
民
防
衛
思
想
を
全
面
的
に
否
定
す
る
こ
と
。

　
㈲
秩
序
と
安
全
と
平
安
と
を
保
，
証
す
る
為
に
、
武
装
解
除
と
軍
隊
の
復
員
に
際
し
て
は
、
万
全
の
方
策
を
即
時
と
る
こ
と
。

　
切
兵
士
の
訴
願
権
に
対
し
て
は
、
最
も
有
効
な
保
証
を
な
す
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
㈲
困
窮
者
に
対
す
る
綜
合
的
社
会
的
な
保
護
の
為
に
対
策
を
樹
立
す
る
こ
と
。
失
業
保
険
と
八
時
間
労
働
制
な
ど
。

　
こ
の
よ
う
な
大
衆
の
要
求
の
ど
れ
だ
け
が
、
ア
イ
ス
ナ
i
政
権
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
カ
イ
ゼ
ル
は
退
位
し
た

し
、
君
主
制
は
覆
さ
れ
た
。
労
働
者
の
争
議
権
や
団
結
の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
八
時
間
労
働
制
が
実
現
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
労
働
者
大

衆
の
要
求
の
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
第
四
項
は
政
治
行
政
か
ら
の
す
べ
て
の
反
動
的
要
素
の
除
去
と
行
政
組
織
の

完
全
な
民
主
化
を
要
求
し
て
い
る
が
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
官
僚
が
そ
の
地
位
に
留
る
こ
と
を
ア
イ
ス
ナ
ー
に
許
さ
れ
た
と
き
、
此
の
要
求
の

実
現
が
如
何
に
至
難
事
と
化
し
た
か
は
疑
う
に
足
り
な
い
。
七
日
午
後
テ
レ
ジ
ア
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
に
あ
っ
て
．
大
衆
を
指
導
し
、
こ
の
要
求
を
決
議

し
た
ア
ノ
・
ス
ナ
ー
は
、
前
述
の
如
く
翌
八
日
に
は
、
官
僚
と
協
調
し
て
「
新
情
勢
に
適
応
す
る
こ
と
」
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
十
一
月
七
日
は
、
十
一
月
九
日
の
ベ
ル
リ
ン
と
同
じ
く
、
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
は
、
完
全
な
勝
利
を
も
革
命
の

終
結
を
も
、
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
バ
ヴ
ァ
リ
ア
⑳
十
一
月
革
命
は
、
君
主
制
を
覆
す
に
と
ど
ま
り
、
若
干
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
民
主

的
な
要
求
を
満
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
革
命
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
に
と
っ
て
は
終
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、
十
一
月
十
日
－
『
ロ
ー

テ
・
フ
ァ
ー
ネ
」
は
次
の
如
く
書
い
て
い
る
。

23＆（1106）
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「
こ
の
革
命
は
封
建
主
義
の
す
べ
て
の
残
津
を
洗
い
落
す
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
ユ
ン
カ
ー
ト
ヴ
ム
の
す
べ
て
の
堅
城
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
破
砕
す
る
だ
け
に
終
っ
て
も
な
ら
な
い
。
革
命
の
合
言
葉
は
土
ハ
和
制
で
は
な
く
、
社
会
主
義
共
和
国
1
　
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
未
だ
　
ω

　
此
の
困
難
な
道
の
出
発
点
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
獲
得
し
た
勝
利
を
早
ま
っ
て
喜
ん
で
い
る
と
き
で
ば
な
い
。
労
働
者
と
兵
士
た
ち

　
よ
1
　
組
織
化
を
は
か
り
、
わ
れ
わ
れ
の
力
を
強
化
せ
よ
。
武
器
を
手
離
す
な
！
」

（
1
3
）

と
。
だ
が
、
一
月
闘
争
以
来
革
命
の
中
心
的
指
導
者
で
あ
っ
た
ア
イ
ス
ナ
ー
に
大
衆
が
満
足
し
得
な
く
な
っ
た
と
き
、
彼
等
の
期
待
は
誰
に
つ

な
が
れ
う
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
反
革
命
勢
力
が
急
速
に
拾
頭
を
始
め
た
の
は
．
此
の
よ
う
な
情
勢
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

ω
o
器
ご
o
娼
゜
9
∫
ω
゜
H
Q
。
q

憎
冒
ω
o
P
o
℃
°
9
↓
こ
℃
°
ω
巳
゜

切
o
同
臼
騨
o
，
9
静
二
ω
8
置
゜

目
o
【
ヨ
貯
u
o
鳴
゜
9
け
こ
o
り
゜
O
㎝
゜
卑

ト
ル
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、
協
議
会
は
そ
の
目
的
及
び
期
限
に
よ
っ
て
次
の
三
つ
の
基
本
形
態
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
一
の
形
態
は
ス
ト

ラ
イ
キ
や
蜂
起
な
ど
の
時
間
的
に
限
ら
れ
た
活
動
を
行
う
革
命
委
員
会
的
な
協
議
会
で
あ
り
、
従
っ
て
此
の
よ
う
な
協
議
会
は
屡
々
強
力
な
権
力
を

持
つ
が
、
そ
の
活
動
の
成
否
に
よ
つ
て
消
滅
し
た
り
意
義
を
失
っ
た
り
す
る
。
第
二
の
形
態
の
協
議
会
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
為
の
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
型
協
議
会
で
あ
る
が
、
本
文
に
特
徴
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
第
三
の
形
態
の
協
議
会
は
、
第
二
の
形
態
の
も
の
と
同
じ

く
制
度
的
な
持
続
性
を
持
ワ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
権
力
が
制
限
さ
れ
、
社
会
的
経
済
的
な
権
力
の
み
を
行
使
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
利
益
代

表
機
関
で
あ
る
。
（
目
o
【
目
旦
8
°
鼻
‘
ω
噛
N
）
ト
ル
ミ
ン
は
此
の
よ
う
な
分
類
に
よ
っ
て
、
ア
イ
ス
ナ
ー
の
考
え
て
ピ
た
協
議
会
が
、
革
命
委
員

会
と
利
益
代
表
機
関
す
な
カ
ち
第
一
の
形
態
と
第
三
の
形
態
と
を
併
せ
た
も
の
に
近
い
と
述
べ
て
い
る
。
（
H
げ
一
q
二
　
ω
。
　
O
刈
゜
）

守
置
．
り
o
り
゜
①
9

切
Φ
罵
さ
o
℃
°
鼻
‘
ω
゜
H
ω
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9

国
”
8
P
o
℃
°
忌
仲
‘
や
ω
巳
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
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A13
）

　　　A　　A　　A
121110　9
）　　）　　）　　）

ゆ
①
矯
o
ひ
o
ウ
9
件
；
ω
゜
δ
幽

一
げ
哉
；
ω
゜
日
劇
゜

o
げ
Φ
ロ
α
p

し
d
Φ
嘱
①
き
o
℃
°
9
紳
二
ω
ω
゜
崔
㎝
ー
9

一
σ
達
二
ω
゜
H
心
o
°

240

　
　
　
　
　
　
四
　
反
革
命
勢
力
の
拾
頭
と
国
民
議
会
選
挙
に
お
け
る
独
立
社
会
民
主
党
の
完
敗

　
一
九
一
八
年
十
一
月
八
日
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
労
兵
農
協
議
会
が
樹
立
さ
れ
た
直
後
、
バ
イ
エ
ル
ン
に
於
け
る
反
革
命
勢
力
は
胎
動
を
始
め
た
。
高

級
将
校
や
官
吏
や
製
造
業
者
を
中
心
と
す
る
反
輩
命
秘
密
結
社
の
結
成
こ
そ
、
そ
れ
で
あ
る
。
十
二
月
二
十
叱
日
、
反
革
命
市
民
軍
（
ゆ
ロ
円
σ
q
ρ

H
≦
Φ
訂
）
の
創
設
を
呼
び
か
け
る
布
告
文
が
、
広
告
柱
に
張
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
内
相
ア
ウ
ア
ー
や
法
相
チ
ム
を
始
め
と
す
る
社
会
民
主
党

指
導
者
た
ち
の
署
名
が
、
此
の
布
告
文
に
は
明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
社
会
民
主
党
指
導
者
た
ち
と
反
革
命
勢
力
と
の
協
働

は
、
今
や
公
然
た
る
事
実
と
な
っ
た
。
同
日
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
高
級
ホ
テ
ル
『
フ
イ
ア
・
ヤ
ー
レ
ス
・
ツ
ァ
イ
テ
ン
』
で
は
、
暴
動
の
為
の
打
合

わ
せ
が
行
わ
れ
、
ア
イ
ス
弘
1
の
い
る
外
務
省
の
襲
撃
が
企
画
き
れ
た
。
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
や
ラ
イ
ヘ
ン
ホ
ー
ル
の
各
地
で
は
、
機
関
銃

や
銃
や
火
薬
の
大
量
が
・
反
慕
喪
軍
に
盆
・
れ
た
と
言
わ
れ
窮
あ
計
画
は
事
前
に
・
三
ナ
あ
探
知
す
る
と
・
う
と
な
低
，
主

謀
者
の
逮
捕
に
よ
っ
て
事
な
き
を
得
た
が
、
反
革
命
勢
力
の
拾
頭
は
、
此
の
よ
う
な
秘
密
組
織
の
結
成
に
の
み
、
そ
の
徴
候
を
見
せ
て
い
た
の

で
は
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侮

　
合
法
的
手
段
を
通
じ
て
の
ブ
ル
層
．
ヨ
ア
ジ
ー
の
反
攻
な
h
そ
れ
に
劣
ら
ず
活
発
で
あ
り
積
極
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
十
一
湘
の
末
、
ミ
ユ
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ン
ヘ
ン
市
役
所
で
行
わ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
の
代
表
者
会
議
は
、
国
民
議
会
選
挙
の
早
急
な
実
施
の
要
求
を
、
彼
等
の
当
面
の
基
本
線
と
し

　
　
　
　
　
（
2
）

て
確
認
し
た
が
、
此
の
よ
う
な
目
標
の
設
定
は
、
反
革
命
勢
力
の
強
化
と
再
編
成
を
前
提
と
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
既
に
十
一
月
十
二

日
、
中
央
党
の
ハ
イ
ム
（
国
Φ
一
ヨ
）
と
シ
ュ
リ
ッ
テ
ン
バ
ゥ
ア
i
（
Q
D
。
三
葺
⑦
口
び
窪
興
）
が
中
心
と
な
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
人
民
党
（
b
d
昌
巴
ω
9
Φ
口

く
o
涛
゜
。
b
o
辞
9
が
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
於
い
て
結
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
綱
領
が
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
る
の
は
、
由
来
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
伝
統

の
強
い
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
に
於
い
て
、
広
く
大
衆
の
支
持
を
得
ん
が
為
で
あ
り
、
社
会
主
義
的
な
そ
の
綱
領
の
一
面
は
、
革
命
以
後
の
新
情
勢

に
対
応
せ
ん
が
為
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
バ
イ
エ
ル
ン
人
の
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
の
反
感
を
利
用
す
べ
く
、
此
の
党
の
綱
領
が
特
に
バ
イ
エ
ル

ン
の
独
立
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
十
一
月
十
四
日
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
に
於
い
て
バ
イ
エ
ル
ン
中
央
党
（
ω
Ω
・
団
9
ω
。
冨
冒
葺
①
首
碧
叶
9
が
結
成
さ
れ
、
次
い
で
十
一

月
十
六
日
、
自
由
主
義
者
を
網
羅
し
た
バ
ノ
・
エ
ル
ン
の
ド
イ
ツ
人
民
党
（
U
Φ
暮
ω
。
冨
昌
く
o
涛
ω
冨
H
§
）
が
結
成
さ
れ
た
。
「
人
民
」
似
文
字
を

冠
し
た
此
の
政
党
の
名
称
は
、
結
党
の
当
時
左
派
の
優
勢
下
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
革
命
の
恐
怖
が
遠
の
い
た
と
き
、
反

革
命
勢
力
の
総
反
攻
は
此
の
党
内
に
も
右
派
を
進
出
さ
せ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
十
二
月
二
十
一
卜
二
日
、
此
の
党
は
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
の

党
大
会
に
於
い
ズ
、
ド
イ
ツ
民
主
党
（
∪
Φ
暮
ω
魯
Φ
U
o
3
0
ζ
慧
ω
。
び
Φ
頃
鋤
答
9
と
の
共
闘
を
決
議
し
て
国
民
議
会
選
挙
に
備
惹
鳩
。

　
政
党
の
反
革
命
路
線
が
此
の
よ
う
整
備
さ
れ
、
補
強
さ
れ
て
有
く
と
き
、
無
傷
に
革
命
を
経
過
し
た
官
僚
勢
力
は
、
反
革
命
勢
力
の
鼠
も
信

頼
す
べ
き
協
力
者
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
新
聞
が
ア
イ
ス
ナ
ー
へ
の
攻
撃
に
動
員
さ
れ
た
。
保
守
系
の
新
聞
『
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
ノ
イ
エ
ス
テ
ン

・
ナ
ハ
η
ヒ
テ
ン
」
紙
は
、
十
一
月
二
十
八
日
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
ア
イ
ス
ナ
ー
が
革
命
の
夜
に
与
え
た
約
束
を
再
び

思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
イ
エ
ル
ン
の
人
民
が
そ
の
将
来
の
道
を
自
分
に
示
す
為
に
、
手
を
掬

（1109）241
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（
4
）

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
民
議
会
は
何
時
で
き
る
の
か
ア
　
と
。
」
革
命
の
後
再
び
頭
を
も
た
げ
始
め
た
反
革
命
勢
力
は
、
挙
っ
て
彼
に
約
束
の

履
行
を
迫
っ
た
。
十
二
月
十
六
ー
二
十
一
日
、
ベ
ル
リ
ン
に
於
け
る
労
兵
協
議
会
の
第
一
回
全
国
会
議
は
、
権
力
の
放
棄
と
自
ら
の
死
を
宣
言

し
て
、
一
九
一
九
年
一
月
十
九
日
に
国
民
議
会
の
選
挙
が
行
わ
る
べ
き
こ
と
を
決
議
し
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
の
反
革
命
勢
力
が
、
此
の
報
導
に
助

勢
き
れ
た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
か
く
て
、
反
革
命
運
動
の
高
揚
と
共
に
、
ア
イ
ス
ナ
ー
政
権
の
声
望
は
益
々
後
退
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
ア
イ
ス
ナ
ー
は
反
革
命
勢
力
よ
り
の
総
政
撃
に
身
を
晒
し
た
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
政
府
に
は
労
働
者
階
級
も
信
頼
し
な
く
な
っ
た
。

革
命
後
の
逼
迫
し
た
経
薩
条
件
の
改
善
が
、
ア
イ
ス
ナ
ー
政
権
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
復
員
兵
士
の
殆
ん
ど
は
未
だ

職
も
な
く
、
失
業
者
は
益
々
増
加
し
て
い
た
。
一
九
一
九
年
一
月
の
第
一
週
、
失
業
者
数
は
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
み
で
一
万
八
千
に
及
ん
だ
。
更
に

情
勢
を
悪
化
し
た
原
因
は
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
於
け
る
ひ
ど
い
住
宅
難
と
石
炭
の
不
足
で
あ
っ
た
。
が
く
て
、
一
月
闘
争
や
十
一
月
革
命
に
際
し

て
独
立
社
会
民
主
党
を
支
持
し
た
労
働
者
た
ち
は
、
今
や
失
望
し
て
祉
会
民
主
党
へ
と
反
転
す
る
に
至
っ
駕
四

、
此
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
ア
イ
ス
ナ
ー
は
極
力
国
民
議
会
選
挙
の
実
施
を
先
に
延
ば
そ
う
と
し
た
。
十
二
月
九
日
、
ア
イ
ス
ナ
ー
は
「
国

民
議
会
が
労
兵
農
協
議
会
の
存
在
を
不
必
要
に
し
た
と
人
が
言
っ
た
と
き
、
私
は
協
議
会
よ
り
も
国
民
議
会
の
方
が
寧
ろ
無
益
で
あ
る
と
主
張

し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
「
新
し
い
民
主
々
義
は
、
三
年
目
と
か
五
年
目
毎
に
行
わ
れ
る
選
挙
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
大
衆

が
常
に
直
捲
持
続
的
に
全
体
の
仕
事
に
協
力
す
る
こ
と
の
中
に
あ
る
の
だ
」
と
述
べ
て
、
（
＋
二
月
三
吉
）
大
衆
の
協
力
を
要
望
し
聡

だ
が
、
十
一
月
七
日
に
至
る
迄
あ
れ
程
彼
に
付
い
て
来
た
大
衆
は
、
革
命
後
の
反
社
会
主
義
的
な
彼
の
政
策
に
よ
っ
て
、
彼
へ
の
信
頼
を
全
く

な
く
し
て
い
た
。
保
守
．
革
新
両
系
の
新
聞
よ
り
の
総
攻
撃
の
中
で
、
彼
が
自
ら
の
意
見
を
説
明
す
る
一
つ
の
新
聞
も
持
た
な
か
っ
た
こ
と
も

彼
に
災
し
た
。
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十
二
月
の
終
り
に
、
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
は
、
大
部
分
が
そ
伽
影
響
下
に
あ
る
兵
営
協
議
会
（
丙
⇔
ω
Φ
旨
Φ
震
馨
①
）
、
の
協
力
に
よ
り
、

反
動
的
な
連
隊
を
武
装
デ
モ
に
と
動
員
し
、
そ
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
一
九
一
九
年
一
月
十
二
日
を
期
し
て
国
民
議
会
選
挙
を
行
う
こ
と
を
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

イ
ス
ナ
ー
に
承
諾
さ
せ
た
。

　
　
　
へ

　
か
く
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
に
於
い
て
は
一
月
十
二
日
国
民
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
共
産
党
（
閑
。
日
ヨ
仁
巳
ω
瀞
。
げ
①
勺
①
答
鉱
∪
①
仁
富
畠
，

冨
巳
ω
）
は
、
十
二
月
三
十
一
日
i
一
月
一
日
の
結
成
大
会
後
日
尚
浅
く
、
ま
た
大
会
に
於
け
る
誤
っ
た
決
定
に
よ
っ
て
、
此
の
選
挙
に
は
参
加

し
な
か
っ
た
。
選
挙
の
結
果
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
予
想
さ
れ
た
如
く
反
革
命
勢
力
と
な
っ
た
バ
イ
エ
ル
ン
人
民
党
や
社
会
民
主
党
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
立
社
会
民
主
党
の
完
敗
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
（
附
表
参
照
）

　
　
　
　
　
6
6
6
1
　
2
5
　
1
6
　
9
　
3

1919年1月12日の国民議会選挙における

バイエルン各政党の得票数と議席

党 名1得票数瞬率髄数
35．0

33．0

14．0

9．1

5．8

2．5

0．6

1，193，101

1，124，584

　477，992

　　310，165

　　196，618

　　86，254

　　　20，627

バイエルン人民党

社会　民　主党
ド・fツ人民党及びパ

ルツ地方のドdッ民
主党

バ／エルン農民同盟

中央党及びパルツ地
方のドイツ人民党

独立社会民主党
そ　　　の　　　他

Beyer，　oP．　cit．　S。29．

ど
の
圧
倒
的
な
勝
利
と
、

か
く
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
十
一
月
革
命
は
、
反
革
命
勢
力
の
進
出
に
よ
っ
て
こ
こ
に
悲
劇

的
な
終
幕
を
迎
え
る
。
気
落
し
た
ア
イ
ス
ナ
ー
は
、
二
月
二
十
一
日
引
退
を
声
明
す
べ
く

議
会
に
赴
く
途
上
で
暗
殺
さ
れ
た
。
二
月
二
十
五
日
バ
イ
エ
ル
ン
労
兵
協
議
会
は
す
べ
て

の
権
力
を
そ
の
中
央
委
員
会
に
委
任
す
る
決
議
を
可
決
し
た
が
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
樹
立

せ
ら
れ
ず
、
三
月
八
日
社
会
民
主
党
の
ホ
フ
マ
ン
を
首
相
と
す
る
連
立
内
閣
が
成
立
し

た
。
そ
し
て
，
四
月
七
日
ホ
フ
マ
ン
内
閣
を
倒
し
た
労
兵
協
議
会
が
、
ト
ラ
ー
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
レ
ド
テ
コ
レ
ピ
ユ
ブ
リ
ツ
ク

し
て
バ
イ
エ
ル
ン
協
議
会
共
和
国
を
樹
立
し
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
此
の
協

議
会
も
や
が
て
五
月
二
日
ノ
ス
ケ
の
軍
隊
に
よ
っ
て
鎮
定
さ
れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
労
兵
協
議

会
は
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
制
の
中
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
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H
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ぼ
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讐
ω
゜
N
o
◎
°

あ
と
が
き

　
ド
イ
ツ
の
十
一
月
革
命
史
の
研
究
に
関
す
る
文
献
は
今
日
必
ず
し
も
少
く
な
い
。
ま
た
最
近
ド
イ
ツ
に
で
は
十
一
月
革
命
や
協
議
会
に
つ
い

て
の
研
究
が
綜
合
的
に
推
進
さ
れ
、
十
一
月
革
命
の
地
方
史
も
具
体
的
な
成
果
を
あ
げ
？
つ
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
十
一
月
革
命

に
関
し
て
は
、
そ
の
労
兵
協
議
会
が
ド
イ
ツ
革
命
史
上
か
な
り
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
も
拘
ら
ず
、
他
の
各
地
の
革
命
と
の
関
連
で
述
べ
ら

れ
る
に
止
ま
り
、
具
体
的
詳
細
な
文
献
は
最
近
に
至
る
ま
で
な
か
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
一
九
五
七
年
に
出
版
さ
れ
た
バ
イ
ヤ
ー
の
著
書
は
此

の
よ
う
な
要
求
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
我
国
で
は
未
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
何
分
に
対
照
す
べ
き
文
献
が
少
い
の
で
、
バ
イ
ヤ
ー
の
記

述
に
と
ら
わ
れ
た
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
が
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
十
一
月
革
命
の
詳
細
は
殆
ん
ど
我
国
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
紹
介

す
る
こ
と
に
し
た
。
ホ
フ
マ
ン
内
閣
以
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
詳
細
を
述
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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